＜飼育動物診療施設開設届出書について＞
　開設の日から１０日以内に提出してください。
届出者
開設者が法人である場合は、届出者の欄に、事務所の所在地、法人の名称及び代表者の氏名を記入します。 
６　診療業務を行う獣医師の氏名
管理者及び診療にあたる他の獣医師すべてを記載。（各獣医師について獣医師免許証の写しを添付します。） 
７　診療の業務の種類
主な診療対象が牛、馬、鶏等畜産に係わる動物である場合は「産業動物」、犬、猫、小鳥等であれば「小動物」と、それ以外であれば「その他」と記載。
８　診療施設の構造設備の概要及び平面図 
（１）診療器具・器材
診察台、薬品棚、滅菌装置、ケージ、検査機器等、主要な診療器具・器材を記載します。必要に応じて別紙に記載し、添付してください。
（２）診療施設の見取図
　　診療施設の見取図（平面図）を添付します。
（３）診療施設所在地の略図
最寄りの交通機関の駅、主要な幹線道路の目標となるポイント等からの略図を分かり易く記載します（インターネット上の地図のプリントアウトでも構いません）。 
【添付書類】
　（１）開設者が法人である場合、定款又は寄付行為の写し
　（２）診療器具・器材の一覧
　（３）診療施設の見取図（平面図）
　（４）診療施設所在地の略図
（５）診療業務を行う獣医師全員の獣医師免許証の写し
（以下、エックス線装置を設置、使用する診療施設の場合）
　（６）エックス線装置に関する構造設備概要
　（７）診療開始前のエックス線量測定結果
・エックス線装置を設置、使用する診療施設にあっては、獣医療法施行規則第18条の規定により、次に掲げる場所について、診療を開始する前に１回、エックス線量を測定しなければならないとされていますので、その測定結果を添付してください。 
（測定場所）1エックス線診療室2管理区域の境界3診療施設の敷地内の人が居住する区域
4診療施設の敷地の境界
☆届出事項に変更が生じた場合→変更届出書
　診療施設を休止・廃止した場合→休止・廃止届出書　の提出が必要になります。
